
第5回 慣性モーメント

回転の運動エネルギーは
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は慣性モーメントとよばれ、並進運動における質量に対応するものである。
質量が連続して分布するとき、慣性モーメントは
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によって求められる。回転軸が質量中心を通らず hだけずれているとき、質量中心のまわ
りの慣性モーメント Icomとの関係は

I = Icom +Mh2

となる。これは並行軸の定理とよばれる。


